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長
野
県
に
お
け
る
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
す
る
一
考
察 

土
屋 
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は
じ
め
に

人
が
相
手
を
誘
い
か
け
る
表
現
を
勧
誘
表
現
と
い
う
。
共
通
語
化
が
進
む
現
代
で
は
、

「
公
園
に
行
こ
う
」
や
「
一
緒
に
し
よ
う
」
な
ど
、
ウ
・
ヨ
ウ
類
を
用
い
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
ま
た
、
方
言
は
勧
誘
表
現
に
限
ら
ず
、
共
通
語
化
が
進
む
な
か
で
衰
退
し

て
い
る
も
の
が
多
い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
方
言
に
関
す
る
調
査
は
、
方
言
に

対
す
る
使
用
意
識
や
使
用
実
態
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
こ
と
ば
の
生
成
や
盛
衰
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
新
方
言
の
発
見
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
方
言
研
究
は
非
常
に

意
味
あ
る
研
究
だ
と
い
え
よ
う
。 

本
稿
で
は
、
長
野
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
現
在
の
使
用
実

態
を
調
査
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
は
、「
行
く
し
な
い
」
や
「
お

い
し
い
し
な
い
」
な
ど
動
詞
・
形
容
詞
終
止
形
に
接
続
形
し
、
主
に
長
野
県
の
若
年
層

が
使
用
し
て
い
る
勧
誘
表
現
で
、
長
野
県
特
有
の
方
言
形
式
で
あ
る
。
筆
者
も
長
野
県

出
身
で
、
高
校
時
代
に
友
人
の
使
用
を
聞
き
、
自
身
で
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
表
現

形
式
で
あ
る
。
こ
の
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
は
方
言
と
い
う
見
方
を
し
て
い
た
が
、
本
当

に
長
野
県
の
方
言
な
の
か
、
そ
も
そ
も
方
言
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
卒
業
論
文

の
契
機
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な

い
（
１
）

。
現
時

点
ま
で
の
研
究
で
は
、
主
に
長
野
県
北
信
地
域
の
方
言
と
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
研
究
は

な
さ
れ
ず
、
そ
の
後
の
様
子
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
文
末

詞
「
―
シ
ナ
イ
」
の
今
日
的
な
研
究
を
目
指
し
、
「
―
シ
ナ
イ
」
が
長
野
県
北
信
地
域

以
外
の
地
域
で
も
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
さ
ら
に
現
代
の
若
者

が
好
む
表
現
形
式
に
も
着
目
し
な
が
ら
、「
―
シ
ナ
イ
」
が
果
た
す
役
割
を
考
察
し
、

新
た
な
表
現
形
式
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

一
．
先
行
研
究
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江
端
（
一
九
七
七
）
は
、
中
部
地
方
域
に
行
わ
れ
て
い
る
方
言
生
活
の
う
ち
、
勧
誘

表
現
「
海
へ
行
こ
う
。」
に
つ
い
て
諸
現
象
を
、
①
「
イ
カ
マ
イ
」
「
イ
コ
マ
イ
」「
イ

ク
マ
イ
」
類
、
②
「
イ
カ
ズ
」
「
イ
カ
ザ
ー
」
「
イ
キ
ヤ
シ
ョ
ー
」
「
イ
ガ
ン
シ
ョ
ー
」

「
イ
キ
マ
シ
ョ
ー
」「
イ
ク
ベ
ー
」「
エ
ベ
」「
イ
カ
ッ
」、
③
共
通
語
的
な
変
化
の
事
象

と
地
域
固
有
の
事
象
の
三
分
類
か
ら
考
察
を
行
う
。
調
査
対
象
は
老
年
層
と
若
年
層

（
中
学
生
）
で
あ
る
。
長
野
県
北
部
に
住
む
老
年
層
が
「
イ
ク
メ
ー
（
カ
）
」「
イ
カ
マ

イ
カ
」「
イ
ガ
メ
（
ガ
ー
）
」
を
使
用
し
て
お
り
、
ま
た
、「
イ
カ
ズ
」「
イ
カ
ザ
ー
」
は

類
同
事
象
で
あ
り
、
ナ
ヤ
シ
地
方
の
勧
誘
表
現
を
特
色
づ
け
る
も
の
と
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
、「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
当
時
「
―

シ
ナ
イ
」
表
現
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
愛
知
県
の
分
布
に
関
す

る
調
査
と
考
察
が
多
く
、
長
野
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
に
関
し
て
は
、
老
年
層
の
使
用

実
態
を
押
さ
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

馬
瀬
（
一
九
九
二
）
は
、
長
野
県
の
勧
誘
表
現
に
関
し
て
、
南
信
地
方
、
中
信
地
方
、

東
信
地
方
、
北
信
地
方
、
奥
信
濃
地
方
の
五
地
方
に
分
け
て
解
説
し
て
い

る
（
２
）

。
北
信

地
方
で
の
勧
誘
表
現
は
「
―
ズ
」「
―
ヤ
シ
ョ
」
「
―
ネ
ー
カ
」
「
―
メ
ー
カ
」
が
使
用

さ
れ
る
と
述
べ
る
。「
―
マ
イ
カ
」
は
木
曾
谷
や
伊
那
谷
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
北
信
地
方
で
は
中
信
地
方
と
接
す
る
地
域
で
使
用
さ
れ
、
地
域

の
関
連
を
物
語
る
と
述
べ
て
い
る
。
東
信
地
方
の
勧
誘
表
現
は
、
北
信
地
方
と
同
じ
く

「
―
ズ
」
が
用
い
ら
れ
、
加
え
て
「
―
ズ
ワ
」
が
音
韻
変
化
を
し
た
「
―
ザ
ー
」
も
使

用
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
―
メ
ー
カ
（
マ
イ
カ
）」
は
、
中
信
地
方
で
は
用
い
ら
れ
な
い

と
指
摘
し
た
。
そ
の
中
信
地
方
の
勧
誘
表
現
は
、「
―
ズ
」
で
あ
り
、
終
助
詞
「
―
イ
、

―
ワ
、
―
ヨ
」
な
ど
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、「
―
メ
ー
カ
」
は
認
め
ら
れ
る
が
、

若
年
層
で
は
す
で
に
使
用
さ
れ
ず
、
「
聞
く
」
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
と
論
述
し
た
。

さ
ら
に
中
信
地
方
に
は
「
―
ジ
ャ
ン
カ
」
形
式
も
あ
り
、
若
年
層
、
大
町
市
の
高
年
層

で
は
女
性
、
松
本
地
方
の
高
年
層
が
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
―
ヤ
」
形
も
「
イ
ケ

ヤ
」
は
高
年
層
、
「
イ
キ
ヤ
」
は
中
年
層
の
女
性
と
若
年
層
が
用
い
る
と
し
た
。
南
信

地
方
で
は
、
「
―
ザ
ー
」
や
「
―
ジ
ャ
ー
」
が
「
―
ズ
ワ
」
か
ら
変
化
し
て
、
多
く
用

い
ら
れ
る
勧
誘
表
現
で
あ
る
。「
―
メ
ー
カ
」
は
若
年
層
で
は
用
い
ら
れ
な
い
と
し
た
。

馬
瀬
氏
は
長
野
県
の
勧
誘
表
現
に
関
し
て
多
く
の
形
式
を
列
挙
し
て
い
る
も
の
の
、
江

端
氏
同
様
、「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
ず
、
長
野
県
に
お
け
る
「
―

シ
ナ
イ
」
の
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。 

彦
坂
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、
東
海
・
信
州
地
方
の
勧
誘
表
現
に
関
し
て
、
「
行
く
」

を
例
に
西
部
で
は
「
行
コ
ー
」
、
「
行
コ
マ
イ
（
カ
）」
、
中
部
に
「
行
カ
マ
イ
（
カ
）」

が
見
ら
れ
、
中
部
か
ら
東
部
・
北
部
に
「
行
ク
マ
イ
（
カ
）」
、
「
行
カ
ズ
」
が
あ
る
と

し
、
方
言
的
特
色
や
方
言
史
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
長
野
県
の
勧
誘
表
現

に
関
し
て
は
、
前
述
の
馬
瀬
氏
の
諸
研
究
を
も
と
に
主
に
「
―
マ
イ
カ
」
類
を
中
心
に

考
察
し
て
い
る
。
南
信
州
の
上
伊
那
地
域
一
帯
は
「
イ
カ
マ
イ
（
カ
）
」
、
中
信
付
近
の

上
伊
那
辺
か
ら
北
部
は
「
行
ク
マ
イ
カ
」、
南
部
で
木
曽
地
域
は
「
行
カ
マ
イ
（
カ
）
、

行
コ
マ
イ
（
カ
）
」
の
併
用
、
そ
れ
よ
り
北
部
は
上
伊
那
と
同
一
状
況
で
あ
る
と
ま
と

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
馬
瀬
氏
の
諸
研
究
を
も
と
に
研
究
を
し
て
い
る
た
め
、
長
野

県
の
勧
誘
表
現
に
お
け
る
新
た
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
江
端
氏
、
馬
瀬
氏

同
様
、
「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
す
る
調
査
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。 
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「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
し
て
は
、
荒
井(

二
〇
〇
〇)

、
沖(

二
〇
〇
三)

に
指
摘
が
あ
る
。 

荒
井
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
長
野
県
北
信
地
域
特
有
の
文
末
表
現
「
―
シ
ナ
イ
」
に

関
し
て
、
北
信
地
域
の
若
年
層
か
ら
高
年
層
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
使

用
実
態
と
発
生
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
調
査
結
果
か
ら
、
北
信
地
域
の
多
く
の
市

町
村
で
「
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ
、
信
州
新
町
、
上
山
田
町
、

戸
隠
村
、
鬼
無
里
村
を
除
く
北
信
地
域
の
広
域
で
あ
り
、
上
田
市
や
松
本
市
、
明
科
市
、

穂
高
町
、
大
町
市
な
ど
の
中
信
地
区
は
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
、
長
野
県
で
の
「
―
シ

ナ
イ
」
の
使
用
は
北
信
の
み
に
限
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
用
法
に
関
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
シ
ナ
イ
の
典
型
的
な
使
用
法
を
知
る
た
め
に
具
体
例
を
挙
げ
、
分
類
し

て
い

る
（
３
）

。
そ
こ
か
ら
、
地
域
差
は
あ
り
つ
つ
も
同
意
・
推
量
、
勧
誘
の
用
法
が
あ
る

と
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
―
シ
ナ
イ
」
は
共
通
語
と
し
て
認
識
し
て
用
い
る
と
し
、「
気

づ
か
れ
に
く
い
方

言
（
４
）

」
の
一
つ
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒
井
氏
は
調
査
前
の
段

階
で
、「
―
シ
ナ
イ
」
を
北
信
地
域
特
有
の
文
末
表
現
と
し
、
北
信
地
域
以
外
で
の
使

用
拡
大
の
可
能
性
は
言
及
し
て
い
な
い
。 

沖
（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
長
野
市
で
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

新
し
い
言
い
方
と
し
て
、
「
一
緒
に
行
く
し
な
い
？
（
勧
誘
）
」
「
こ
の
ケ
ー
キ
、
美
味

し
い
し
な
い
？
（
確
認
）
」
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
共
通
語
の
意
識
が
あ
る

と
指
摘
し
、
長
野
市
若
年
層
に
広
が
っ
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
で

は
、
勧
誘
表
現
と
し
て
、
北
信
で
は
「
行
カ
ズ
」
、
東
信
で
は
「
行
カ
ザ
ー
」
、
中
信
で

は
「
行
ク
ジ
ャ
ン
カ
」「
行
ケ
ヤ
・
行
キ
ヤ
」
、
南
信
で
は
「
行
ク
メ
ー
カ
」
と
言
う
こ

と
を
指
摘
し
、「
行
ク
シ
ナ
イ
？
」
に
つ
い
て
は
、
北
信
の
若
年
層
の
表
現
と
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
し
て
は
荒
井
氏
同
様
、
北
信
の
若
年
層
の
使
用
を
指

摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。 

以
上
が
、
長
野
県
の
勧
誘
表
現
の
先
行
研
究
で
あ
る
。
以
下
、｢

―
シ
ナ
イ｣

表
現
に

関
連
す
る
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。 

井
上
（
一
九
八
五
）
で
は
、
新
方
言
の
定
義
が
さ
れ
て
い
る
。「
新
方
言
」
と
は
、

①
標
準
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
形
と
違
う
こ
と
、
②
現
在
の
若
い
世
代
に
向
け
て

な
お
使
用
者
が
増
え
つ
つ
（
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
）
あ
る
こ
と
、
③
話
し
手
自
身
が
、

非
標
準
語
と
し
て
扱
う
こ
と
（
改
ま
っ
た
場
面
よ
り
は
、
ふ
だ
ん
の
場
面
で
多
く
使
う

こ
と
）
の
三
つ
の
性
質
を
持
っ
た
言
語
現
象
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
し
か
し
、
本
調
査

で
は
、
方
言
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
と
、
方
言
で
は
な
く
、
共
通
語
と
し
て
使
用

し
て
い
る
と
の
回
答
が
得
ら
れ
、
方
言
意
識
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
新

方
言
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。 

三
宅
（
二
〇
一
一
）
で
は
、
「
確
認
要
求
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

「
確
認
要
求
」
と
は
、
話
し
手
に
と
っ
て
何
か
不
確
実
な
こ
と
を
、
聞
き
手
に
よ
っ
て

確
実
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
確
認
を
要
求
す
る
こ
と
を
さ
す
。
さ
ら
に
、
確
認
要
求
に

は
、
命
題
確
認
の
要
求
と
知
識
確
認
の
要
求
が
あ
る
。
命
題
確
認
の
要
求
と
は
、
確
認

の
対
象
を
命
題
の
真
偽
と
す
る
も
の
で
、
命
題
の
真
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
要
求
す
る

の
に
対
し
、
知
識
確
認
の
要
求
と
は
、
当
該
知
識
を
聞
き
手
が
有
し
て
い
る
こ
と
の
確

認
を
要
求
す
る
も
の
と
区
別
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
確
認
要
求
も
、
話
し

手
の
不
確
実
な
も
の
を
確
実
に
す
る
た
め
の
要
求
で
あ
り
、「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
は
「
確

認
要
求
」
と
全
く
同
じ
性
質
を
も
つ
表
現
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 
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米
川
（
一
九
九
六
）
で
は
、「
若
者
語
」
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
。「
若
者
語
」

は
、
①
仲
間
内
の
こ
と
ば
で
あ
る
、
②
会
話
促
進
・
娯
楽
・
連
帯
・
イ
メ
ー
ジ
伝
達
・

隠
ぺ
い
・
緩
衝
・
浄
化
な
ど
の
た
め
に
使
う
こ
と
ば
で
あ
る
、
③
規
範
か
ら
の
自
由
と

遊
び
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
ば
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
を
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現

に
当
て
は
め
る
と
、
仲
間
内
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
や
、
親
近
感
を
持
た
せ
る
機
能
を

有
し
て
お
り
、「
若
者
語
」
と
同
様
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
造
形
語
を
使
用

す
る
娯
楽
機
能
、
略
語
を
使
っ
た
テ
ン
ポ
の
良
い
会
話
を
す
る
会
話
促
進
機
能
、
視
覚

や
聴
覚
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
機
能
、
一
般
語
を
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
人
に
聞

か
れ
る
と
都
合
の
悪
い
こ
と
を
隠
す
機
能
、
他
者
に
対
す
る
批
判
的
な
こ
と
ば
の
言
い

換
え
を
す
る
緩
衝
機
能
、
そ
の
後
を
口
に
す
る
こ
と
で
不
快
な
感
情
を
発
散
す
る
機
能

な
ど
、
い
ず
れ
も
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
と
は
異
な
る
性
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な

語
を
造
り
出
し
、
新
た
な
意
味
と
用
法
で
使
用
さ
れ
る
若
者
語
と
は
、
全
く
異
な
る
表

現
形
式
だ
と
考
え
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、
荒
井

氏
、
沖
氏
の
よ
う
に
北
信
地
域
特
有
の
表
現
と
し
て
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

長
野
県
広
域
で
の
使
用
実
態
は
見
ら
れ
ず
、
従
来
の
方
言
形
式
を
用
い
た
勧
誘
表
現
の

先
行
研
究
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
は
、「
新
方

言
」
や
「
若
者
語
」
の
定
義
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

長
野
県
全
域
に
お
け
る
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
の
調
査
を
行
い
、
若
者
特
有
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
有
効
な
形
式
で
あ
る
と
論
証
す
る
。 

 

二
．
調
査
の
概
要

二
―
一

調
査
方
法

二
〇
一
五
年
五
月
、
東
海
大
学
付
属
第
三
高
等
学
校
（
現
、
付
属
諏
訪
高
等
学
校
、

所
在
地
：
長
野
県
茅
野
市
（
南
信
地
域
））
に
筆
者
の
教
育
実
習
で
担
当
す
る
ク
ラ
ス

三
ク
ラ
ス
（
一
年
生
一
ク
ラ
ス
、
二
年
生
二
ク
ラ
ス
）
の
生
徒
と
そ
の
親
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
親
は
父
親
か
母
親
の
ど
ち
ら
か
に
回
答
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
、
寮
生
活
の
生
徒
な
ど
親
元
を
離
れ
て
い
る
生
徒
は
、
生
徒
自
身
の
み
の
回
答

と
し
た
。
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
数
は
、
高
校
生
五
七
人
（
男
性
二
八
人
、
女
性
二
九

人
）、
親
世
代
三
〇
人
（
男
性
九
人
、
女
性
二
一
人
）
で
あ
る
。 

 

二
―
二

調
査
項
目

調
査
項
目
は
、
勧
誘
す
る
際
に
使
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
従
来
の
方
言
形
式
（
六
項

目
）
と
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
を
用
い
た
項
目
を
用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
使
う
」、

「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
、「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
の
使
用

意
識
、
耳
に
し
た
経
験
の
有
無
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
調
査
し
た
。 

ま
た
、「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
表
現
も
動
詞
同
様
、
使
用
意
識
、
耳
に
し
た
経
験
の

有
無
を
調
査
し
た
。
調
査
に
用
い
た
従
来
の
方
言
形
式
（
六
項
目
）
と
「
―
シ
ナ
イ
」

の
計
七
項
目
で
あ
る
。 

「
映
画
に
行
こ
う
」
を
例
文
と
し
て
、
従
来
の
方
言
形
式
で
は
、「
映
画
行
か
ズ
」
、

「
映
画
行
か
ザ
ー
」
、
「
映
画
行
く
ジ
ャ
ン
カ
」
、
「
映
画
行
キ
ヤ
」
、
「
映
画
行
ケ
ヤ
」
、

「
映
画
行
く
メ
ー
カ
」
の
六
項
目
と
、「
映
画
行
く
シ
ナ
イ
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
形
容
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詞
＋
シ
ナ
イ
」
表
現
の
項
目
は
、「
こ
の
カ
レ
ー
美
味
し
い
シ
ナ
イ
」
と
「
こ
の
服
か

わ
い
い
シ
ナ
イ
」
の
二
項
目
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
補
助
的
な
調
査
と
し
て
、
方
言
意

識
の
有
無
を
問
う
項
目
を
追
加
し
た
。 

 

三
．
調
査
結
果

三
―
一

調
査
結
果
の
傾
向

調
査
結
果
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
方
言
の
多
く
は
、
衰
退
も
し
く
は

聞
く
方
言
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
お
お
よ
そ

の
傾
向
を
各
形
式
別
に
示
す
。 

ま
ず
、「
行
か
ズ
」
は
高
校
生
の
み
な
ら
ず
親
世
代
で
も
使
用
は
な
く
、
ま
た
耳
に

す
る
経
験
も
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
「
行
か
ズ
」
を
用
い
た
勧
誘
表
現
は
使
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
と
言
え
る
。 

ま
た
、「
行
か
ザ
ー
」
も
高
校
生
、
親
世
代
と
も
に
使
用
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

耳
に
す
る
経
験
に
お
い
て
親
世
代
で
は
、
あ
る
程
度
見
て
と
れ
る
た
め
親
世
代
以
上
の

年
齢
、
つ
ま
り
老
年
層
の
人
々
が
現
在
も
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、「
行
く
ジ
ャ
ン
カ
」
で
は
高
校
生
に
使
用
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
の
に

対
し
、
親
世
代
に
使
用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
高
校
生
世
代
親
世
代
と
も
に
耳
に

す
る
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
若
者
が
主
に
使
用
し
て
い
る
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
行
き
ヤ
」
、「
行
け
ヤ
」
は
勧
誘
表
現
に
お
い
て
同
じ
「
―
ヤ
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら

の
表
現
も
高
校
生
、
親
世
代
と
も
に
使
用
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
耳
に
す
る
経
験
に

お
い
て
は
、「
行
き
ヤ
」
よ
り
「
行
け
ヤ
」
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。 

「
行
く
メ
ー
カ
」
は
高
校
生
で
も
親
世
代
で
も
使
用
は
な
く
、
ま
た
耳
に
す
る
経
験

も
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
「
行
く
メ
ー
カ
」
を
用
い
た
表
現
は
衰
退
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

し
か
し
、「
行
く
シ
ナ
イ
」
は
高
校
生
の
使
用
お
よ
び
耳
に
す
る
経
験
が
あ
る
と
い

う
回
答
が
半
数
以
上
と
な
っ
た
。
対
す
る
親
世
代
で
は
、
使
用
は
少
な
い
も
の
の
、
子

ど
も
の
使
用
に
よ
っ
て
耳
に
す
る
経
験
が
多
少
あ
り
、
や
は
り
高
校
生
の
使
用
が
多
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
―
シ
ナ
イ
」
は
主
に
高
校
生
、
つ
ま
り
若
者
が
使
用
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
下
、
右
記
の
順
に
各
方
言
形
式
の
現
状
の
分
析
・
考
察
を
行
う
。 

 

三
―
一
―
一

「
行
か
ズ
」

各
方
言
形
式
の
集
計
は
、
巻
末
に
表
を
示
し
た
。 

「
行
か
ズ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
、
親
世
代
と
も
に
皆
無
で
あ
っ

た
。
「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
親
世
代
と
も
に

三
人
で
あ
っ
た
。
「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
五

三
人
（
九
三
％
）、
親
世
代
二
八
人
（
九
〇
％
）
で
あ
っ
た
。 

「
行
か
ズ
」
に
関
し
て
、『
全
国
方
言
辞
典
』（
佐
藤

二
〇
〇
九
：
一
三
二
頁
）
で

は
「
相
手
を
誘
う
と
き
、
た
と
え
ば
『
映
画
に
行
こ
う
』
を
例
に
と
る
と
、
北
信
で
は

『
映
画
行
カ
ズ
』（
後
略
）
」
と
言
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
端
（
一
九

七
七
）
の
図

１
（
５
）

か
ら
、
北
信
と
中
信
の
老
年
層
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
馬
瀬
（
一
九
九
二
）
で
は
、「
―
ズ
」
を
用
い
た
勧
誘
表
現
は
長
野
県
全
域
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で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。 

高
校
生
で
も
親
世
代
で
も
「
使
う
」
と
い
う
回
答
は
な
く
、
若
年
層
と
そ
の
親
世
代

に
は
、
地
域
の
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
校
生
三

人
（
五
％
）
、
親
世
代
三
人
（
一
〇
％
）
に
、
耳
に
し
た
経
験
を
確
認
で
き
た
。
だ
が
、

高
校
生
の
耳
に
し
た
経
験
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
発
言
者
（
調
査
で
は
、
「
使

わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
に
誰
が
発
言
し
て
い
た
か
を
聞
き
、

そ
の
人
物
を
「
発
言
者
」
と
す
る
）
が
、
回
答
者
の
教
師
と
答
え
た
が
、
そ
の
教
師
の

出
身
地
や
移
住
歴
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
中
信
出
身
の
生
徒
は
、
発

言
者
を
自
身
の
父
親
と
回
答
し
て
い
る
た
め
、
中
信
で
の
使
用
者
が
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
親
世
代
で
は
、
北
信
出
身
者
が
発
言
者
を
自
身
の
叔
父
叔
母
と
回
答
し
て
お
り
、

北
信
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
信
出
身
者
は
、
「
以
前
は

自
分
も
使
用
し
て
い
た
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
そ
の
移
住
歴
に
は
中
野
市
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
と
き
に
「
行
か
ズ
」
を
習
得
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
前
述
の
『
全
国
方
言
辞
典
』、
江
端
氏
の
記
述
は
確
認
で
き
た
が
、
馬
瀬

氏
の
記
述
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
校
生
と
親
世
代

の
両
者
で
九
〇
％
以
上
が
耳
に
す
る
経
験
も
な
い
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

長
野
県
に
お
い
て
、「
行
か
ズ
」
と
い
う
勧
誘
表
現
は
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
―
一
―
二

「
行
か
ザ
ー
」

「
行
か
ザ
ー
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
〇
人
、
親
世
代
二
人
（
六
％
）

で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
八
人
（
一

四
％
）
、
親
世
代
一
一
人
（
三
六
％
）
で
、「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
答

え
た
人
は
、
高
校
生
四
八
人
（
八
四
％
）、
親
世
代
一
八
人
（
五
八
％
）
で
あ
っ
た
。 

「
行
か
ザ
ー
」
に
関
し
て
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
で
は
東
信
で
用
い
ら
れ
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
瀬
（
一
九
九
二
）
は
、
東
信
と
南
信
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
る
。
し
か
し
、
馬
瀬
氏
の
南
信
の
地
域
は
「
下
伊
那
、
木
曽
お
よ
び
上
伊
那
の
南

部
」
と
す
る
が
、
現
在
の
南
信
は
、
諏
訪
、
上
伊
那
、
飯
田
、
伊
那
地
域
で
異
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
の
区
別
を
用
い
る
。 

表
の
と
お
り
高
校
生
で
の
使
用
は
見
ら
れ
ず
、
親
世
代
で
は
二
人
（
六
％
）
が
使
用

す
る
が
、
す
べ
て
南
信
出
身
者
で
あ
る
。
耳
に
し
た
経
験
の
あ
る
高
校
生
は
南
信
出
身

で
あ
る
が
、
馬
瀬
氏
の
区
別
で
は
中
信
お
よ
び
南
信
と
な
る
。
ま
た
多
く
の
発
言
者
を

祖
父
母
と
回
答
し
て
お
り
、
南
信
に
お
け
る
老
年
層
が
多
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
親
世
代
は
南
信
出
身
で
あ
る
が
、
馬
瀬
氏
の
区
別
に
よ
る
と
中
信
に
あ
た
り
、

ま
た
一
人
は
東
信
で
あ
る
。
親
世
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
発
言
者
は
自
身
の
親

や
祖
父
母
と
回
答
し
て
お
り
、
南
信
の
老
年
層
が
多
く
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
耳
に
す
る
経
験
が
な
い
と
い
う
回
答
は
、
高
校
生
八
四
％
、
親
世
代
五
八
％
で
あ

っ
た
も
の
の
、
親
世
代
の
四
割
は
使
用
や
耳
に
す
る
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で

も
「
行
か
ザ
ー
」
は
老
年
層
を
中
心
に
使
用
者
は
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
馬

瀬
氏
は
、
東
信
と
南
信
で
の
使
用
を
指
摘
し
た
が
、
馬
瀬
氏
の
地
域
区
分
に
従
う
と
、

東
信
で
の
老
年
層
で
の
使
用
が
見
ら
れ
た
が
、
南
信
で
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
を
現
在
の
地
域
区
分
に
当
て
は
め
る
と
、
南
信
で
の
使
用
は
見
ら
れ
た
が
、

東
信
で
の
使
用
は
少
な
い
。
ま
た
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
の
東
信
で
の
使
用
と
い
う
記
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載
と
も
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
長
野
県
に
お
い
て
、
「
行

か
ザ
ー
」
の
使
用
は
、
東
信
で
は
な
く
南
信
の
老
年
層
で
の
使
用
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
使
用
は
老
年
層
に
限
ら
れ
、
若
年
層
や
中
年
層
で
の
使
用
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、

衰
退
し
つ
つ
あ
る
形
式
だ
と
い
え
よ
う
。 

 

三
―
一
―
三

「
行
く
ジ
ャ
ン
カ
」

「
行
く
ジ
ャ
ン
カ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
三
人
、
親
世
代
で
は
皆

無
で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
一
〇

人
、
親
世
代
一
〇
人
で
、
「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、
高

校
生
四
二
人
、
親
世
代
二
〇
人
で
あ
る
。 

『
全
国
方
言
辞
典
』
で
は
中
信
で
用
い
ら
れ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
瀬

（
一
九
九
二
）
は
、
大
町
市
の
高
年
層
が
主
と
し
て
「
―
ジ
ャ
ン
」（
原
文
マ
マ
）

を
用
い
、

「
―
ジ
ャ
ン
」
な
い
し
「
―
ジ
ャ
ン
カ
」（
原
文
マ
マ
）

は
若
年
層
も
用
い
る
。
松
本
地
方

の
高
年
層
で
は
、
男
女
と
も
友
人
同
士
、
ま
た
は
子
ど
も
な
ど
に
対
し
て
こ
の
形
式
を

使
用
す
る
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
信
で
の
使
用
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
調
査
で
は
、
高
校
生
三
人
が
使
用
す
る
と
回
答
し
た
。
そ
の
う
ち
、
二
名
は
、
現

住
所
も
出
身
地
も
南
信
で
あ
り
、
残
り
ひ
と
り
は
、
現
住
所
も
出
身
地
も
北
信
で
あ
る
。

耳
に
し
た
経
験
に
お
い
て
、
あ
る
と
答
え
た
高
校
生
一
〇
人
の
う
ち
半
数
が
発
言
者
を

「
友
人
」
と
回
答
し
て
お
り
、
若
年
層
の
使
用
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
あ

る
高
校
生
は
、
発
言
者
を
「
祖
母
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
親
世
代
で
も
「
友
人
」
な
ど

と
答
え
る
人
が
多
い
な
か
、
あ
る
生
徒
は
発
言
者
を
「
母
親
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
使
用
し
て
い
る
の
は
老
年
層
の
女
性
が
も
っ
と
も
多
く
、
発
言
者
自
身
よ
り
若
い

人
が
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
耳
に
す
る
経
験
が
あ
る
と
答
え
た
な

か
で
、
高
校
生
の
う
ち
、
県
外
出
身
者
を
除
く
す
べ
て
の
回
答
者
が
、
南
信
出
身
も
し

く
は
現
住
所
が
南
信
で
あ
る
。
親
世
代
で
は
、
五
名
を
除
く
す
べ
て
が
南
信
出
身
で
あ

り
、
現
住
所
も
南
信
で
あ
る
。
ま
た
、
耳
に
す
る
経
験
も
な
い
も
の
は
、
高
校
生
四
二

名(

七
四
％)

、
親
世
代
二
〇
名(

六
五
％)

と
も
っ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

先
述
し
た
中
信
で
の
使
用
は
衰
退
し
、
現
在
は
主
に
南
信
の
若
年
層
が
使
用
し
て
い
る

が
、
今
後
衰
退
す
る
可
能
性
の
高
い
形
式
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
―
一
―
四

「
行
き
ヤ
」
と
「
行
け
ヤ
」

「
行
き
ヤ
」
と
「
行
け
ヤ
」
は
区
別
し
扱
う
が
、「
―
ヤ
」
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
た

め
考
察
は
一
括
す
る
。
活
用
形
の
違
い
に
つ
い
て
は
本
稿
の
目
的
と
は
異
な
る
た
め
言

及
し
な
い
。 

 

（
一
）
「
行
き
ヤ
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
行
き
ヤ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
は
ゼ
ロ
、
親
世
代
一
人
（
三
％
）

で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
七
人
（
一

二
％
）
、
親
世
代
四
人
（
一
三
％
）
で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
四
八
人
（
八
四
％
）、
親
世
代
二
六
人
（
八
四
％
）
で
あ
っ

た
。 
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（
二
）
「
行
け
ヤ
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
行
け
ヤ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
、
親
世
代
と
も
に
一
人
で
あ
っ

た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
一
三
人
（
二
三
％
）
、

親
世
代
一
〇
人
（
三
二
％
）
で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
答

え
た
人
は
、
高
校
生
四
一
人
（
七
二
％
）、
親
世
代
二
〇
人
（
六
五
％
）
で
あ
っ
た
。 

「
行
き
ヤ
」
と
「
行
け
ヤ
」
に
関
し
て
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
で
は
中
信
で
用
い
ら

れ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
馬
瀬
（
一
九
九
二
）
は
、
中
信
で
の
使
用
と
述
べ
、
「
行

け
ヤ
」
は
老
年
層
、「
行
き
ヤ
」
は
中
年
層
の
女
性
を
中
心
に
用
い
る
と
述
べ
る
。
ま

た
、
若
年
層
で
は
男
女
の
別
な
く
「
行
き
ヤ
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。 

本
調
査
で
は
、
「
行
き
ヤ
」
の
場
合
、
高
校
生
で
の
使
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
親
世
代

で
も
非
常
に
少
な
い
。
耳
に
す
る
経
験
に
お
い
て
は
、
高
校
生
も
親
世
代
で
も
一
五
％

以
下
と
少
な
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
発
言
者
を
高
校
生
は
南
信
出
身
在
住
の
「
友

人
」
と
回
答
し
、
親
世
代
で
は
、
中
信
出
身
在
住
の
「
友
人
」
と
し
て
お
り
、
中
信
と

南
信
で
、
若
年
層
と
中
年
層
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

一
方
、「
行
け
ヤ
」
の
場
合
、
高
校
生
で
も
親
世
代
で
も
使
用
者
は
非
常
に
少
な
い
。

ま
た
耳
に
す
る
経
験
で
は
、
発
言
者
が
老
年
層
と
回
答
し
て
い
る
な
か
、
高
校
生
の
ひ

と
り
は
中
信
出
身
在
住
、
七
名
が
南
信
出
身
在
住
で
あ
る
。
親
世
代
で
も
一
名
は
中
信

出
身
在
住
で
あ
る
が
、
二
名
は
南
信
出
身
在
住
で
あ
り
、
中
信
よ
り
南
信
で
の
使
用
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
耳
に
す
る
経
験
の
な
い
人
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
ゆ

え
に
現
在
、
長
野
県
内
に
お
い
て
、
若
年
層
と
中
年
層
の
使
用
者
は
ほ
ぼ
い
な
い
と
考

え
ら
れ
、「
行
き
ヤ
」
形
は
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
行
け
ヤ
」
は
、
い

ま
だ
老
年
層
で
の
使
用
が
あ
る
た
め
か
、
耳
に
す
る
経
験
も
多
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、「
行
き
ヤ
」「
行
け
ヤ
」
は
中
信
で
の
使
用
よ
り
南
信
で
の
使
用
が
多
い
と
分

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
馬
瀬
氏
の
地
域
区
分
に
従
う
と
す
べ
て
中
信
と
な
る
た
め
、
現
在

の
中
信
よ
り
、
南
信
地
域
の
ほ
う
が
「
行
き
ヤ
」
と
「
行
け
ヤ
」
の
根
付
き
が
強
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

三
―
一
―
五

「
行
く
メ
ー
カ
」

「
行
く
メ
ー
カ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
・
親
世
代
と
も
に
皆
無
で

あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
五
人
（
九
％
）
、

親
世
代
一
人
（
三
％
）
で
あ
っ
た
。
「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
答
え
た

人
は
、
高
校
生
五
一
人
（
八
九
％
）、
親
世
代
三
〇
人
（
九
七
％
）
で
あ
っ
た
。 

「
行
く
メ
ー
カ
」
に
関
し
て
、『
全
国
方
言
辞
典
』
で
は
南
信
で
用
い
ら
れ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
馬
瀬
（
一
九
九
二
）
は
、
南
信
で
の
使
用
が
盛
ん
で
あ
り
、
中
信
で

は
高
年
層
の
使
用
が
見
ら
れ
、
北
信
で
は
、
中
信
と
接
す
る
地
域
で
使
用
が
み
ら
れ
る

こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。 

本
調
査
で
耳
に
し
た
経
験
の
結
果
で
は
、
馬
瀬
氏
の
地
域
区
分
に
則
っ
た
場
合
、
高

校
生
は
す
べ
て
中
信
出
身
在
住
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
り
の
出
身
は
県
外
だ
が
、
中
信
に

在
住
し
て
い
る
。
親
世
代
の
場
合
、
南
信
出
身
中
信
在
住
が
ひ
と
り
お
り
、
ど
ち
ら
の

地
区
で
も
こ
の
形
式
に
接
触
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域

区
分
を
現
在
の
地
域
区
分
と
照
合
す
る
と
、
高
校
生
・
親
世
代
と
も
に
全
員
南
信
在
住

と
な
る
。
発
言
者
は
主
に
老
年
層
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
高
校
生
は
「
友
人
」
と
回
答
し
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て
お
り
、
少
な
か
ら
ず
若
年
層
に
使
用
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、『
全
国
方
言
辞
典
』
の
記
載
の
と
お
り
、
現
在
は
主
に
南
信
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
本
調
査
で
も
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
使
用
意
識
と
耳
に
し
た
経
験

か
ら
、
使
用
し
て
い
る
の
は
主
に
老
年
層
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
馬
瀬
氏
の
地
域
区

分
ど
お
り
に
解
釈
す
る
と
、
南
信
に
お
け
る
使
用
は
ほ
ぼ
な
く
、
中
信
地
方
に
接
す
る

北
信
で
の
使
用
者
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
耳
に
す
る
経
験
も
な
い
と
い
う
回

答
が
、
高
校
生
八
九
％
、
親
世
代
九
七
％
と
い
ず
れ
も
高
い
こ
と
か
ら
老
年
層
に
お
い

て
も
使
用
が
減
少
し
て
お
り
、
現
在
の
長
野
県
内
で
は
、
「
行
く
メ
ー
カ
」
と
い
う
勧

誘
表
現
は
衰
退
し
た
と
い
え
よ
う
。 

 

三
―
一
―
六

「
行
く
シ
ナ
イ
」

「
行
く
シ
ナ
イ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
九
人
（
一
六
％
）、
親
世

代
一
人
（
三
％
）
で
、「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
は
、
高
校
生
二
〇
人
（
三

五
％
）
、
親
世
代
六
人
（
一
九
％
）
で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
二
七
人
（
四
七
％
）、
親
世
代
二
四
人
（
七
八
％
）
で
あ
っ

た
。 「

行
く
シ
ナ
イ
」
に
関
し
て
、『
全
国
方
言
辞
典
』
で
は
「
北
信
の
若
い
人
々
の
言

い
方
」
と
あ
る
。
ま
た
、
荒
井
（
二
〇
〇
〇
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

多
く
の
市
町
村
で
「
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ
た
。
逆
に
、

「
不
使
用
」
の
み
だ
っ
た
の
は
、
信
州
新
町
、
上
山
田
町
、
戸
隠
村
、
鬼
無
里
村

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。（
中
略
）
少
な
く
と
も

上
記
四
町
村
を
除
く
北
信
地
区
の
広
域
で
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
信

以
外
で
は
、「
上
田
市
は
使
わ
な
い
」
と
い
う
上
田
市
か
ら
通
学
す
る
生
徒
の
回

答
や
、
予
備
調
査
で
松
本
市
、
明
科
市
、
穂
高
町
、
大
町
市
な
ど
中
信
地
区
の
出

身
者
か
ら
「
使
わ
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
長
野
県
内
で
の
「
～

シ
ナ
イ
」
の
使
用
は
北
信
の
み
に
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
荒
井
（
二
〇
〇

〇
）
一
四
―
一
六
頁
） 

荒
井
氏
は
長
野
県
内
で
の
「
―
シ
ナ
イ
」
の
使
用
は
北
信
の
み
に
限
ら
れ
る
と
述
べ
る

が
、
本
調
査
で
は
異
な
る
結
果
を
得
た
。 

高
校
生
で
「
使
う
」
と
回
答
し
た
九
名
の
う
ち
、
北
信
出
身
在
住
者
は
一
名
、
北
信

出
身
南
信
在
住
者
が
二
名
、
東
信
出
身
南
信
在
住
が
一
名
、
残
り
五
名
は
南
信
出
身
在

住
で
あ
っ
た
。
親
世
代
の
使
用
者
も
北
信
出
身
南
信
在
住
者
で
あ
る
た
め
、
南
信
出
身

在
住
者
に
「
―
シ
ナ
イ
」
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
耳
に
し
た
経

験
が
あ
る
と
回
答
し
た
高
校
生
全
員
が
南
信
や
中
信
出
身
在
住
で
あ
り
、
北
信
関
係
者

は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
が
発
言
者
を
「
友
人
」
と
し
て
い
る
た
め
、
学
校
で

触
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
北
信
の
み
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
―
シ
ナ
イ
」
が
、
北

信
以
外
の
地
域
で
も
広
が
っ
た
と
考
え
る
。
親
世
代
に
「
北
信
出
身
で
友
人
が
使
用
し

て
い
た
」
と
い
う
三
名
以
外
は
、
全
員
が
南
信
出
身
在
住
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

南
信
出
身
在
住
の
子
ど
も
が
学
校
で
「
行
く
シ
ナ
イ
」
に
触
れ
、
自
身
も
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
親
に
対
し
て
も
用
い
た
た
め
、
親
が
「
行
く
シ
ナ
イ
」
を
耳
に
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
荒
井
氏
は
長
野
県
内
で
の
「
―
シ
ナ
イ
」
の
使
用
は
北
信
の
み
に
限
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ら
れ
る
と
結
論
づ
け
た
が
、
北
信
出
身
在
住
に
限
ら
ず
、
高
校
生
の
半
数
以
上
が
「
行

く
シ
ナ
イ
」
を
使
用
も
し
く
は
耳
に
す
る
経
験
が
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
使
用
地

域
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
高
校
生
は
発
言
者
を
「
上
田
市
出

身
の
友
人
」
と
回
答
し
て
お
り
、
上
田
市
に
も
広
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、『
全

国
方
言
辞
典
』
に
記
載
さ
れ
た
「
北
信
の
若
い
人
々
の
言
い
方
」
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
親
世
代
で
の
使
用
者
が
い
る
こ
と
、
耳
に
し
た
経
験
か
ら
、
若
年
層
の
み
が
使
用

す
る
と
は
限
ら
ず
、
若
年
層
の
影
響
を
受
け
、
使
用
層
も
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
―
二

「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」

本
節
で
は
、「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
に
着
目
し
、「
動
詞
＋
シ
ナ
イ
」
用
法
に
拡
張
が

あ
る
こ
と
を
調
査
し
、
考
察
し
て
い
く
。
例
文
は
「
こ
の
カ
レ
ー
美
味
し
い
シ
ナ
イ
」

と
「
こ
の
服
か
わ
い
い
シ
ナ
イ
」
で
あ
る
。 

 

（
一
）
「
美
味
し
い
シ
ナ
イ
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
美
味
し
い
シ
ナ
イ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
一
三
人
（
二
三
％
）、

親
世
代
一
人
（
三
％
）
で
あ
っ
た
。
「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た

人
は
、
高
校
生
一
一
人
（
一
九
％
）
、
親
世
代
五
人
（
一
六
％
）
、「
使
わ
な
い
し
聞
い

た
こ
と
も
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
三
三
人
（
五
八
％
）
、
親
世
代
二
五
人
（
八

一
％
）
で
あ
っ
た
。 

 

（
二
）
「
か
わ
い
い
シ
ナ
イ
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

「
か
わ
い
い
シ
ナ
イ
」
を
「
使
う
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
一
三
人
（
二
三
％
）、

親
世
代
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。「
使
わ
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、

高
校
生
一
一
人
（
一
九
％
）、
親
世
代
六
人
（
一
九
％
）
、「
使
わ
な
い
し
聞
い
た
こ
と

も
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、
高
校
生
三
三
人
（
五
八
％
）、
親
世
代
二
五
人
（
八
一
％
）

で
あ
っ
た
。 

（
一
）（
二
）
の
「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
に
関
し
て
、
沖
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
用
法

の
広
が
り
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
あ
そ
こ
に
お
い
し
い
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
あ
っ
た
よ
ね
え
。
一
緒
に
行
く
し
な

い
？
（
勧
誘
）
」「
こ
の
ケ
ー
キ
美
味
し
い
し
な
い
（
確
認
）」
な
ど
は
、
長
野
市

で
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
言
い
方
。
共
通
語
だ

と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
須
坂
市
に
あ
っ
た
「
明
日
雨
ダ
シ
ネ
ー
？
（
明

日
は
雨
で
は
な
い
か
？
）」
と
い
う
事
態
の
確
認
の
言
い
方
が
、
用
法
の
拡
大
を

み
て
長
野
市
若
年
層
に
広
ま
っ
た
も
の
。

 

（
沖
（
二
〇
〇
〇
）
六
一
頁
） 

沖
氏
は
、
事
態
確
認
が
用
法
の
拡
大
を
起
こ
し
、
長
野
市
の
若
年
層
に
広
ま
っ
た
と
指

摘
す
る
。
ま
た
荒
井
（
二
〇
〇
〇
）
は
「
動
詞
＋
シ
ナ
イ
」
に
着
目
し
、「
話
の
主
体

者
が
相
手
お
よ
び
発
話
者
の
場
合
に
は
「
勧
誘
」
を
表
す
意
味
に
な
り
、
主
体
者
が
第

三
者
の
場
合
に
は
、「
同
意
」
を
求
め
た
り
、「
推
量
」
を
表
す
意
味
に
な
る
（
六
一
頁
）」

と
述
べ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
用
法
の
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

本
稿
調
査
結
果
の
高
校
生
の
「
美
味
し
い
シ
ナ
イ
」
と
「
か
わ
い
い
シ
ナ
イ
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
、
同
一
人
物
が
同
じ
回
答
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
男
性
が
「
か
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わ
い
い
」
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
若
年
層
で

の
「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
の
用
法
の
現
状
は
、
二
割
が
使
用
し
て
お
り
、
同
じ
く
二
割

が
耳
に
す
る
経
験
あ
り
、
六
割
は
耳
に
す
る
経
験
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

加
え
て
、
北
信
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
の
用
法
は
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
動
詞
＋
シ
ナ
イ
」
形
（「
行
く
シ
ナ
イ
」）
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
「
使
用
す
る
」
の
回
答
率
が
一
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
形
容
詞
＋

シ
ナ
イ
」
で
は
二
三
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、

「
―
シ
ナ
イ
」
の
用
法
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
現
代
の
若
年
層
は

「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
確
認
要
求
的
表
現
を
好
ん
で
使
用
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
確
認
要
求
表
現
と
は
、「
話
し
手
に
と
っ
て
何
か
不
確
実
な
こ
と
を
、

聞
き
手
に
よ
っ
て
確
実
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
確
認
を
要
求
す
る
」
表
現
で
あ
る
（
三

宅
二
〇
一
一
：
二
一
頁
）
。「
動
詞
＋
シ
ナ
イ
」
を
用
い
て
勧
誘
す
る
よ
り
も
、「
形
容

詞
＋
シ
ナ
イ
」
用
法
を
用
い
、
相
手
に
選
択
の
余
地
を
残
し
つ
つ
、
同
意
を
促
す
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
た
め
、
若
年
層
の
使
用
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
節
で
は
こ
の
「
―
シ
ナ
イ
」
形
式
が
若
者
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
経
緯
な
ど
を
含
め
、

さ
ら
に
考
察
を
行
う
。 

 

四

文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
用
法

先
行
研
究
に
お
い
て
、
長
野
県
の
「
―
シ
ナ
イ
」
は
北
信
方
言
と
さ
れ
、
北
信
地
域

で
の
み
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、「
―
シ
ナ
イ
」
は
北

信
以
外
の
地
域
、
と
り
わ
け
南
信
地
域
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

前
節
で
は
、「
動
詞
＋
シ
ナ
イ
」
で
「
勧
誘
」
を
表
し
、「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
は
「
確

認
要
求
的
な
表
現
」
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
る
確
認
要
求
的
な
表
現
は
、「
確

認
要
求
表
現
」
の
よ
う
に
、
相
手
に
確
実
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
確
認
要
求
を
さ
す
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
相
手
に
判
断
・
認
識
を
促
し
て
い
る
表
現
で
あ

る
（
６
）

。
文
末

詞
「
―
シ
ナ
イ
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
方
言
形
式
や
共
通
語
の
よ
う
に
、
聞
き

手
に
決
断
を
迫
る
表
現
で
は
な
く
、
相
手
に
選
択
の
余
地
を
残
す
表
現
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
主
に
若
年
層
が
「
―
シ
ナ
イ
」

形
式
を
用
い
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
「
―
シ
ナ
イ
」
形
式
は
若
年
層
に
好
ん
で
使
用

さ
れ
、
使
用
層
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
若
者
に
好
ま
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
現
代

の
若
者
は
、
聞
き
手
に
一
方
的
に
決
断
を
迫
る
表
現
を
避
け
、
相
手
に
選
択
の
余
地
を

残
す
特
有
の
表
現
で
あ
る
た
め
と
推
測
で
き
よ
う
。
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら

ひ
と
つ
の
場
所
に
集
ま
る
環
境
で
は
、
仲
間
意
識
を
持
ち
た
い
と
い
う
概
念
が
生
じ
や

す
く
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
う
え
で
、
強
制
的
な
表
現
を
避
け
、
や

わ
ら
か
く
言
い
換
え
よ
う
と
す
る
現
代
の
若
者
の
感
性
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
「
―
シ
ナ

イ
」
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
本
調
査
の
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
を
「
方
言
だ
と
認
識
す
る
か
」「
共
通
語
と

認
識
す
る
か
」
と
い
う
意
識
調
査
で
は
、
両
者
の
回
答
が
同
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
方
言
だ
と
思
っ
て
使
用
し
て
い
る
」
人
が
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
方
言
形
式
や
共

通
語
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
―
シ
ナ
イ
」
形
式
を
用
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
選
択
の
余
地
を
残
す
や
わ
ら
か
い
言
い
回
し
が
で
き
、
な
お
か
つ
仲
間
意
識
を
も

つ
こ
と
の
で
き
る
表
現
と
し
て
、
文
末
詞
「
―
シ
ナ
イ
」
が
若
年
層
に
根
付
い
た
と
言
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え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
現
代
の
若
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
う
え
で
、

聞
き
手
に
一
方
的
に
強
制
す
る
こ
と
を
避
け
、
選
択
の
余
地
を
残
す
表
現
を
好
ん
で
使

用
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

お
わ
り
に

長
野
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
考
察
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
た
数
に
対
し
、
収
集
で
き
、
か
つ
調
査

結
果
に
使
用
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト
数
が
少
な
く
、
生
徒
と
保
護
者
の
人
数
に
差
が
で
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
中
の
「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
表
現
に
つ
い
て
問
う
項

目
に
お
い
て
、「
こ
の
服
か
わ
い
い
シ
ナ
イ
」
と
い
う
例
文
を
提
示
し
た
が
、
男
性
が

「
か
わ
い
い
」
と
い
う
形
容
詞
を
使
用
す
る
場
面
が
少
な
く
、
男
女
差
が
生
じ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
反
省
点
は
残
る
が
、
長
野
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
の
現
状
を
明
ら
か

に
し
、「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
の
広
が
り
や
、
若
者
に
好
ま
れ
る
表
現
形
式
で
あ
る
な
ど
、

新
た
な
指
摘
を
述
べ
ら
れ
た
と
思
う
。
以
下
、
要
点
を
ま
と
め
る
。 

〇
「
行
か
ズ
」
は
、
若
年
層
五
％
、
中
年
層
一
〇
％
が
耳
に
し
た
経
験
が
あ
り
、

北
信
地
区
の
老
年
層
に
若
干
の
使
用
者
が
い
る
。
し
か
し
、
若
年
層
と
中
年
層

の
ど
ち
ら
も
九
〇
％
以
上
が
耳
に
し
た
経
験
も
な
い
た
め
、「
行
か
ず
」
は
衰
退

し
た
方
言
形
式
で
あ
る
。 

〇
「
行
か
ザ
ー
」
は
、
中
年
層
の
使
用
者
や
耳
に
し
た
経
験
が
あ
る
回
答
が
約
四

割
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
老
年
層
を
中
心
に
使
用
者
が
多
い
。
し
か
し
、

若
年
層
と
中
年
層
で
は
使
用
し
な
い
。 

〇
「
行
く
ジ
ャ
ン
カ
」
は
、
若
年
層
で
使
用
者
が
み
ら
れ
た
が
、
中
年
層
で
の
使

用
者
は
い
な
い
。
ま
た
老
年
層
で
も
使
用
者
が
存
す
る
。 

〇
「
行
き
ヤ
」
と
「
行
け
ヤ
」
は
、
若
年
層
と
中
年
層
の
使
用
者
が
非
常
に
少
な

い
。「
行
き
ヤ
」
は
耳
に
し
た
経
験
も
な
い
と
い
う
回
答
が
、
高
校
生
・
親
世
代

と
も
に
八
割
を
超
え
る
た
め
、
衰
退
し
た
と
い
え
よ
う
。「
行
け
ヤ
」
は
耳
に
す

る
経
験
が
多
い
た
め
、
老
年
層
を
中
心
に
使
用
し
て
い
る
形
式
で
あ
る
。 

〇
「
行
く
メ
ー
カ
」
は
耳
に
し
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
老
年
層
で
主

に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
若
年
層
・
中
年
層
と
も
に
九
割
が
耳
に
す
る
経
験
も

な
く
、
衰
退
が
認
め
ら
れ
る
。 

〇
「
行
く
シ
ナ
イ
」
は
、
若
年
層
の
半
数
以
上
が
、
使
用
ま
た
は
耳
に
し
て
お
り
、

若
年
層
で
主
に
用
い
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者
が
北
信
以
外
に
も

い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
地
域
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
。「
形
容
詞
＋
シ
ナ
イ
」
表

現
に
つ
い
て
も
、
若
年
層
の
四
割
が
使
用
・
耳
に
す
る
こ
と
、
北
信
地
域
以
外

に
も
使
用
が
広
が
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。 

〇
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
を
あ
え
て
用
い
る
理
由
は
従
来
の
方
言
形
式
に
比
べ
、
選

択
の
余
地
を
残
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
は
相
手
に

強
制
せ
ず
、
や
わ
ら
か
い
い
言
い
回
し
を
し
よ
う
と
す
る
若
年
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
合
致
し
、
仲
間
意
識
を
形
成
す
る
た
め
に
、
若
年
層
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
起
こ
り
や
す
い
現
象
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
―
シ
ナ
イ
」

表
現
は
、
仲
間
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
や
わ
ら
か
い
言
い
回
し
で
相
手
に
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選
択
の
余
地
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
表
現
形
式
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
長
野
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
お
よ
び
文
末
詞
の
「
―
シ
ナ
イ
」
表
現
の
現

状
を
示
し
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
共
通
語
化
が
著
し
い
と
い
わ
れ
る

今
日
、
若
者
が
好
む
表
現
方
法
と
し
て
こ
の
よ
う
な
新
し
い
用
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
と
て
も
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
長
野
県
に
お
け
る
「
―
シ
ナ
イ
」
の
よ
う
な
類

似
の
表
現
形
式
が
ほ
か
に
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

注（
１
）
管
見
の
限
り
、
荒
井(

二
〇
〇
〇)
、
沖(
二
〇
〇
三)

、
佐
藤(

二
〇
〇
九)

の
み
で

あ
る
。 

（
２
）
馬
瀬
氏
の
地
域
区
分
の
地
図
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
使
用
し
た
地
域
区

分
は
、
馬
瀬
氏
と
の
区
分
と
は
異
な
る
た
め
、
後
に
載
せ
る
地
図
を
参
照
さ
れ

た
い
。 

（
３
）「
名
詞
＋
シ
ナ
イ
」
の
形
式
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
の
地
域
で
の
使

用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

（
４
）「
気
づ
か
れ
に
く
い
方
言
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
主
旨
と
は
異
な
る
た
め
、

沖
（
一
九
九
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
５
）
一
九
七
六
年
三
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
に
著
者
が
中
部
地
方
九
県
域
の
臨
地
調
査

に
従
い
、
質
問
調
査
に
よ
っ
て
得
た
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
方
言
地
図
で

あ
る
。
被
調
査
者
は
老
年
層
を
対
象
と
す
る
。 

（
６
）
動
詞
は
行
動
決
定
を
促
し
、
形
容
詞
は
様
態
の
同
意
を
促
す
。 
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取
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・
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二
〇
一
五
年
度
卒
業
生
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使ったことがある 使わないがきいたことがある使わないし聞いたこともない 無回答

高校生 0人（0％） 3人(5%) 53人(93%) 1人(2%)

親世代 0人（0％） 3人(10%) 28人(90%) 0人(0%)

高校生 0人（0％） 8人(14%) 48人(84%) 1人(2%)

親世代 2人（6％） 11人(36%) 18人(58%) 0人(0%)

高校生 3人(5%) 10人(18%) 42人(74%) 2人(3%)

親世代 0人（0％） 10人(32%) 20人(65%) 1人(3%)

高校生 0人（0％） 7人'(12%) 48人(84%) 2人(4%)

親世代 1人(3%) 4人(13%) 26人(84％) 0人(0%)

高校生 1人(2%) 13人(23%) 41人(72%) 2人(3%)

親世代 1人(3%) 10人(32%) 20人(65%) 0人(0%)

高校生 0人（0％） 5人(9%) 51人(89%) 1人(2%)

親世代 0人（0％） 1人(3%) 30人(97%) 0人(0%)

高校生 9人(16％) 20人（35%） 27人(47%) 1人(2%)

親世代 1人(3%) 6人(19%) 24人(78%) 0人(0%)

高校生 13人(23%) 11人(19%) 33人(58%) 0人(0%)

親世代 1人(3%) 5人（16%) 25人(81%) 0人(0%)

高校生 13人(23%) 11人(19%) 33人(58%) 0人(0%)

親世代 0人（0％） 6人(19%) 25人(81%) 0人(0%)
かわいいシナイ

行くジャンカ

行きヤ

行けヤ

行くメーカー

行くシナイ

美味しいシナイ

行かザー

行かズ

表：出現数

【図１ 馬瀬（ ）の地域区分図】【図２ 本調査の長野県地域区分】

（
出
典
：
公
益
財
団
法
人
八
十
二
文
化
財
団
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
図
に
筆
者
が

線
や
文
字
を
追
加
し
た
。） 




